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　川崎市保育会は，保育会事業案内によれば，昭和 34 年に民間保育園 7園によって設立され
たことにはじまる民間保育園団体で，現在，加盟園 51 園，入所定員総数 5,830 名，職員総数































表 1．過去 4 回の川崎市保育会での研修内容
研修日 テーマ 材料（一人当たり） 参加者数









































　次に制作であるが，平成 24 年度〜 26 年度の研修では以下のような過程で進めた。
1．軽量紙粘土に触れ，素材の質感を実感し，理解する。
2．動物，人間の写真を元に作りたいものをイメージし，デッサンする。その際，正面，左右の横，

































































































































年改訂,2009 年施行　文部科学省『幼稚園教育要領』第 2章ねらい及び内容　表現　2008 年改訂,2009 年施行
4）	 中村傳三郎『明治の彫塑』文彩社,1991






7）	 新海竹太郎（1868 〜 1927）とは，近代日本最初期の彫刻家で，当初，馬の彫刻家として知られた後藤貞行に
師事，後にベルリンに留学し，ベルリン美術学校彫刻主任教授ヘルテルに塑造を学ぶ。代表作「ゆあみ」
8）	 粘土場とは，吉備国際大学准教授前嶋英輝氏によって高梁中央保育園に設置された粘土の遊び場のこと。
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